
エネルギーマネジメント研究検討会 
平成29年度報告会 

名大のエネルギーマネジメントと 
平成２９年度の取組   

             施設・環境計画推進室 
     特任教授 田中英紀 

名古屋大学キャンパスの概要  

１９３９に創設された、9学部１３研究科を擁する総合大学 

 ❶ 主要なキャンパス： 東山, 鶴舞, 大幸 の3キャンパス 

 ❷ 建物延べ床面積： 約７３万㎡（４３０棟） 

 ❸ 構成員数： 約2.2万人（非常勤職員除く） 

 ❹ 第1種エネルギー管理指定工場（省エネルギー法） 

   東山キャンパス（名古屋市 第１位の エネルギー消費事業者） 

Campus Planning & Environment  Management Office   

Nagoya University 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この度、名古屋大学は、平成29年度省エネ大賞　省エネ事例部門　資源エネルギー庁長官賞　（業務分野）を受賞いたしました。受賞テーマは、「低炭素エコキャンパス実現に向けた、教職協働によるエネルギーマネジメント」です。本学のエネルギーマネジメントの取り組みは、今年度11月に受賞しました、サステイナブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）第３回サステイナブルキャンパス賞受賞 　と合わせて 　W受賞　となります。本学は、名古屋市　最大のエネルギー消費事業者　でありまして、　エネルギー削減　には　真摯な姿勢で　取り組む必要がございます。　また大学という立場から、　地球環境保全に対しては、世の中の先導的役割を果たす必要があるため、　早期にエネルギーマネジメント体制を確立し、長期に亘って　全学をあげて、　省エネルギー対策　に取り組んできました。今回は、この取り組みと省エネルギー成果について評価されたもののです。



次世代対応 運用面 

2005年度比のCO2排出削減目標 
CMP2010：2014年度までに20%削減 
CMP2016：2024年度までに30%削減 

●キャンパスマスタープラン（CMP）2016 基本コンセプト 

●CMP2016 CO2削減アクションプラン 
施設整備 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本学の 施設整備の 言わば　バイブル である　キャンパスマスタープランでは、30年先の長期ビジョン　と　今後6年間のアクションプラン　を定めています。 マスタープランでは長期的な目標として、「世界水準のサステナブルキャンパスの創造的再生」を掲げ、この達成のための　運営コンセプト　として　「低炭素エコキャンパス実現のためのエネルギーマネジメント」　を設定しています。 CO２排出量の削減目標は、　2005年度比で、キャンパスマスタープラン2010では、2014年度までに２０％以上削減とし、　　　　　マスタープラン　2016では、2024年度までに３０％以上削減を掲げております。 この数値目標に対する「CO2削減アクションプラン」は、このように　「施設 整備面」、「施設 運用面」、「次世代対応」　の観点から　詳細項目　を設定し、　現在、実行または着手しているとことです。



省エネルギー対策の主要な成果 

  CO2排出量：  2015年度実績、対 ’05年度  24.7%  削減 

     2006年度からの累積エネルギー削減量：57,194 kL（原油換算）  
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CMPで定めたCO2削減の評価方法： 
2006年以降のエネルギー消費量は、2006年以降に新築された建物およびｽｰﾊﾟｰ
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ更新などの大型機器導入分を当該年度の実績から差し引いて評価する。 
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ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量 [千kL/年] 「省ｴﾈﾙｷﾞｰ法」報告実績

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 [kL/千㎡]

CO2削減率

24.7

52.7(全ｷｬﾝﾊﾟｽ)

(東山・鶴舞)

（光熱費：3.3億円/年削減） 

3 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような長期にわたる包括的対策による省エネルギー効果により、CMPで定めた評価手法に基づくと、 2005年度実績に対して、2015年度までに　24.7％　の　CO2排出量を削減しました。これは、2006年度からの「累積エネルギー削減量」　としては：　57,194ｋLに相当します。 また、　省エネルギー法にもとづく　エネルギー消費原単位では、2009年度から2015年度に亘って1%以上削減を達成しています。



エネルギーマネジメントの実施体制 

 施設整備、運営・管理は 「キャンパスマスタープラン」の方針に基づいて実行 

ｷｬﾝﾊﾟｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ が支援 
 ❶ ファシリティ ❷ エネルギー 
 ❸ デザイン   

ｷｬﾝﾊﾟｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ｸﾞﾙｰﾌﾟ(CMG) 

 ❶ 大学執行部 
 ❷ 施設管理部（職員） 
 ❸ 施設・環境計画推進室（教員） 

   → 教職協働 

●キャンパスマネジメントのフロー 

●キャンパスマネジメントの実施体制 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本学の　施設整備、 運営・管理は、キャンパスマスタープラン　の方針に基づいて実行されます。 本学では、この運営を　キャンパスマネジメントにより支援しており、　この3本柱が、デザイン、エネルギー、ファシリティの　3つの　マネジメントとなります。  また、このマネジメント体制は、教職協働による　キャンパスマネジメント・グループが　　中心となり、主に学内構成員の　協力　を得ながら運用されています。
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包括的・持続的な省エネルギー対策（約20年間） 

 長期にわたり 多種・多様な省エネ対策メニューを実施 

・省エネ推進経費
- 既存建物の網戸
- ｻｰﾊﾞ買い替え
- ﾌﾘｰｻﾞ買い替え
- 小規模ｴﾘｱLED化
- 小規模省ｴﾈ改修

・性能検証・改修提案
- 省ｴﾈﾙｷﾞｰ診断

ｿﾌﾄｳｪｱ
対策

キャンパス
マスタープラン

中期目標・中期計画

省エネルギー法

・省エネ制御の投入
- 消し忘れ防止
- 空調省エネ制御

・電力デマンド対策
- 電力使用”見える化”
- 最大電力”見える化”

etc.

新築・改修
対策

機器更新
対策

・計画機器更新
- 空調更新
- 照明LED化

etc.

既存装置
対策

構成員の
運用対策

・省ｴﾈ･節電実行計画
- 全学の対策ﾒﾆｭｰ （15年経過）
- ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ･ｼｽﾃﾑ試行
- 契約電力超過ﾍﾟﾅﾙﾃｨ･ｼｽﾃﾑ試行

etc.

外部資金
省エネ化

・ESCO事業
- 図書館
- 病院
- 動物実験棟

・補助金取得
- ZEB改修

etc.

創エネ
設備導入

・太陽光, 風力発電
-施設整備補助金整備
-自助努力整備
-発電ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ分析

・部局独自の取り組み
- 節電ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
- 省ｴﾈﾙｷﾞｰ診断

etc.

・学内整備標準の策定
- 高気密・高断熱
- 日射遮蔽
- LED照明の採用
- 高効率機器の採用
- 自然換気促進
- ｱｰｽﾁｭｰﾌﾞ
- 網戸導入 etc.

組織・体制
づくり

・学内規定の作成
- 全学委員会の設置
- 支援組織の結成

etc.

・バイオマス発電
-燃料供給分析
-発電ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ分析 5 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
教職協働によるエネルギーマネジメント体制が構築されてから、今年で19年目を迎えています。 この長期にわたる活動から、学内では、多種・多様な省エネルギー対策が実践されており、その内容はご覧のように、包括的で、継続的なもの　となっています。 



ES総合館：南面（新築） 理学E館：南面（改修）理学南館：西面（新築）

●建築的工夫による対策： 日射遮蔽材の設置 

学内建築ストックの省エネ品質確保 

１｜ 新築・改修時の「標準仕様」の策定・運用  

 ❶ 建築的な配慮（高断熱化・通風促進・日射遮蔽 など） 
 ❷ 設備的な配慮（容量適正化・高効率機器・全館LED など） 
 ❸ 建物詳細エネルギー計測システムの導入（2002年~） 
 ❹ 自然エネルギー利用（アースチューブ:5建物，PV導入） 

2 ｜ インハウス・ビルコミッショニング（性能検証） 
 ❶ 企画・設計要件書(OPR)発行の標準化：10棟に適用 
  ❷ エネルギー削減目標を設定：20～40%削減 
 ❸ 運用後に達成状況を確認：1,127 kL/年 削減 

●インハウスによるビルコミッショニング実施体制 

 

･ 

発注者 

施設管理部 

(企画フェーズ) 

(設計・施工フェーズ) 

(管理・運用フェーズ) 

 

設計請負者 
(設計フェーズ) 

工事請負者 
(施工フェーズ) 

納品・発注 

 

ＣＭＴ (コミッショニング・ 

マネジメント・チーム) 

施設・環境計画推進室 

工学部施設整備推進室 

 

助言 
・ 
相談 

使用者 

教員代表 

担当事務 

学内協力者 

教員･学生 

技術支援職員 
ＣＴ 

コミッショニング 

チーム 

対応･要望 

 

要請･分担 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
 まず、 建物をつくる 際の配慮として、施設整備の「標準仕様」の策定し、運用しており　優良な　建築ストックの形成　に務めていますまた、建設の際には　インハウス・ビルコミッショニング（性能検証）を行い、企画・設計要件書（OPR）を発行して、　建物のエネルギー性能を　明確化し、設計時にその目標達成を確認、　竣工後も実績値にて、その性能を確認しています。



OPR発行とビルコミッショニングの成果 
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●実績値による検証済み建物 

●OPRで設定した検証前の建物 

研究所共同館Ⅰ 研究所共同館 Ⅱ アジア法交流館 NIC 
省エネ目標値：20% 目標値：20% 目標値：40% 目標値：20% 

18%省エネ 36%省エネ 57%省エネ 57%省エネ 

省エネ目標値：20% 目標値：20% 目標値：20% 
RI CR CR研究棟 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、新営建物でOPRを発行した建物になりますが、上段は検証済みの建物となっています・研究所共同館Ⅰでは、わずかながら目標値に達成していませんが、それ以外では省エネ目標を達成している状況です。また、下段は検証前の建物ですが、ＲＩは建物が完成し今後の検証を行っていく予定です。また、ＣＲ・ＣＲ研究棟は建設中の建物となっています。
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多様な財源による既存設備の省エネ更新 

１｜ 中長期保全計画にもとづく計画的な機器更新 
 ❶ 5.2億円/年 を学内で捻出 
 ❷ 空調更新：42棟（687系統）、照明LED化：1万台 
 ❸ 2010~2015年：1,624kL/年 削減 

2 ｜ ESCO事業による大規模設備改修 
 ❶ 中央図書館, 動物実験施設, 附属病院等 
 ❷ 「管理一体型」契約で継続的な運用改善 
 ❸ 適用から8年間で、累計 27,859 kL 削減 

3 ｜ 省エネ推進経費による小規模改修 
   （地下水浄化事業益） 
 ❶ ユーザ主導の小規模な改修・実験装置の省エネ更新  
  ❷ 3~4千万円/年を確保、投資額7割補助、3割分割返却 
  ❸ 2008年から9年間で3億円投入：累計 1,927 kL 削減 

●省エネ推進経費のしくみ 

 

導入前    導入後 

  地下水浄化サービス事業 

 導入後の料金比較 

上水道の 

使用料金 

上水道料金 

井水供給 

ｻｰﾋﾞｽ料 

削減 ﾒﾘｯﾄ 

約 3,000 万円  
省エネ推進 

経費 

 
事業受注者

へ支払 

 
水道局 

へ支払 

（9年間で光熱費：1.1億円削減） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、　既に建設済みの　建築ストックについては、中長期保全計画を　他の国立大学に先駆けて　策定し、特に　大規模な　空調設備の更新　や　LED照明への移行　を計画的に行っています。また、附属図書館, 動物実験施設, 附属病院等　の大規模な空調熱源改修　などは、国立大学としては、　先駆的にESCO事業化し、 外部資金による設備更新・大幅な省エネルギー効果を得ています。また、小規模な機器更新などは、　省エネ推進経費　の財源を確保して対策しています。これは、地下水の浄水化サービス事業から得られる、上水使用料金の削減利益を省エネ改修補助金として活用する本学独自の仕組みで、省エネ・省コスト・老朽化対策において有効な、学内版ＥＳＣＯとも言える好循環な仕組みとなっています。実験機器の更新や、省エネルギー診断、網戸の設置などに充てられています。
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お知らせ ← デマンドの現状や状況に応じたお願いメッセ-ジを表示

●Webによる電力使用の見える化 

全学的対策と構成員による自律的活動 

１｜ 省エネ・節電実行計画（全学活動） 
 ❶ 毎年 夏季（6～9月）・冬季（12～3月）に実施 
 ❷ ベース電力削減の行動強化週間と実施内容報告 
 ❸ 個別エアコンの一元管理制御（設定温度制限・定時一旦OFF） 
 ❹ 部局の省エネ成果に応じたインセンティブ(報酬)制度 など 

2 ｜ 学内構成員による省エネ・ソリューション 
 ❶ ユーザ・管理者・各種業者・教員で 解決策を吟味 
 ❷ 技術・資金相談などを経て改善を実践・評価・展開 

 
改修後 

●実験給排気設備における最小風量の半減改修 
 （工事費80万円，3ヶ月で100万円の省コスト効果） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全学をあげた　構成員の省エネルギー活動については、夏季・冬季の節目に、省エネ・節電実行計画を策定し、全学で取り組む　重点項目　を　毎回定めて活動しています。学内では、その他、構成員による　「省エネ・ソリューション活動」　を行なっています。キャンパスマネジメントグループが　プロジェクトを管理し、ユーザー・　施設管理職員・　施工業者などで　エキスパート会議を行って、省エネ対策の内容　や　資金について、具体に検討を行っています。
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学内を実証フィールドとした効果検証と全学展開 

１｜ 産学実証研究成果の学内フィードバック 
 ➊ 個別エアコンの群管理制御 → 2010年から全面採用 
 ➋ 個別エアコンの新省エネ制御 → 2016年から全面採用 
 ➌ 各室の空調利用実態把握 → 機器の選定法を再構築 

2 ｜ フィールドテスト 
 ➊ 企業主体 で省エネ提案、学内で省エネ実証を展開 
 ➋ 効果的な提案は、省エネ対策の参考に 
 ➌ 2009年～制度化、これまで12企業が参加 

3 ｜ エネルギーマネジメント研究・検討会 
 ❶ 教員・職員・学生等による 学内のｴﾈﾙｷﾞｰ問題への取り組み 
 ❷ 即効性のある省エネ対策の実証評価 
 ➌ 教育心理的評価やエネルギー見える化システムの開発 など 
 ❹ 活動成果の情報発信：12年継続（延1,900名参加) 
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Room No.

教員室 学生研究室 フリーザー室

生物・化学系実験室

●エアコン室内機の負荷率分析 

 

年次成果報告会 風景 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
名古屋大学では、学内を実証フィールドとして、様々な省エネ対策を実証し、効果を確認した項目については、学内水平展開を図ってきました。 企業主体で省エネ提案・学内実証を行う　「フィールドテスト」、また、キャンパスマネジメント・グループが、企業と実践的な共同研究の成果は、　施設整備に反映させています。また、　学内構成員が参加する活動に、　「エネルギーマネジメント研究・検討会」　があり、2004年の設立以来、今日まで活動しています。 この会は、文理融合の教員、学生、職員などから成る、有志の省エネ　活動組織　であり、学内のエネルギー問題に対して、各々の立場や興味に沿って、省エネ対策の　実証評価　や　開発、　　調査・分析　　を行ってきました。 この成果は、年度末の成果報告会で学外にも広く発信しており、昨年までに12回を開催、約2,000人の参加を得ています。 このように、学内でのエネルギー対策に関する成果は、様々なシーン・媒体で報告・公開して社会に還元しています。
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■平成29年度省エネ大賞（省エネルギーセンター）： 
  省エネ事例部門  資源エネルギー庁長官賞（業務分野）受賞 

「低炭素エコキャンパス実現に向けた教職協働によるエネルギーマネジメント」 

■第３回サステイナブルキャンパス賞（CAS-Net JAPAN）： 
   サステイナブルキャンパス賞（大学運営部門） 受賞 

「包括的・継続的エネルギーマネジメントによる低炭素エコキャンパスの推進」 



国
立
大
学
法
人 

名
古
屋
大
学
の
概
要 

受賞概要 
１｜ 教職協働による エネルギーマネジメントの下で、包括的・継続的な 
    省エネルギー対策を実践して、着実に省エネ実績を上げたこと 

2 ｜ 「キャンパスマスタープラン」で掲げた低炭素エコキャンパス実現をスローガンに、 
    施設整備の「標準仕様」や建設建物毎に「設計要件書」を策定して、 
    新築・大規模改修時の省エネ対策をマネジメントしたこと 

3 ｜ ESCO事業の積極活用による設備改修の他、「学内版ESCO」として 
    省エネ推進財源の確保と活用による経済的好循環型の仕組みを導入する等、  
    計画的な取り組みを教職協働で実践し、大きな成果を挙げたこと  

4 ｜ 成果：2006～2015年度の省エネルギー量の累積は57,194kLにおよび、 
    大学全体のエネルギー消費原単位は、2009年～2015年に 年1%以上 
    削減を達成 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回の受賞内容をまとめますとこのような内容となります。省エネルギー成果としては：2006～2015年度の省エネルギー量の累積は57,194kLにおよび、大学全体のエネルギー消費原単位は、2009年～2015年に　年1%以上削減を達成しております、　以下、この達成に至った手法論について、順にご紹介して参ります。



平成２９年度の取り組み 

１｜ 省エネ・節電実行計画（2017） 
 ❶ 部局の省エネ成果に応じた インセンティブ(報酬)制度 
 ❷ 省エネ提案箱（ユーザ発信の省エネ提案）：3件実施 
 ❸ 冬期：晴天時の室温設定 1℃緩和 

2 ｜ トータルエネルギー使用量の見える化 整備 
 ❶ ガスメータの 無線データ収集 システム を継続的に整備中：11ポイント 
 ❷ ＥＤＭＳにデータ集約 → “見える化” ホームページの更新 

3 ｜ 検証済み対策の水平展開 
 ❶ 全学講義棟の適正換気制御コントローラの適用効果検証 
 ❷ ＧＨＰに対する新省エネ制御の費用対効果検証：９施設 

今
年
度
の
取
り
組
み
内
容
の
紹
介 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回の受賞内容をまとめますとこのような内容となります。省エネルギー成果としては：2006～2015年度の省エネルギー量の累積は57,194kLにおよび、大学全体のエネルギー消費原単位は、2009年～2015年に　年1%以上削減を達成しております、　以下、この達成に至った手法論について、順にご紹介して参ります。



空調ガスメータのデータの見える化へ （EDMS活用） 
 主にＧＨＰガス消費などを無線経由で低廉に計測 
 ガスメータ：150ヶ所 管理必要なメータ： 30ヶ所 

Ａ研究棟 

多回路計測 
（Ｍ社） 

 Ｂ研究棟 

多回路計測 
（Ｏ社） 

 Ｃ研究棟 

多回路計測 
（Ｐ社） 

 インターネット 

Ｄ研究棟 

多回路計測 
（Ａ社） 

 ガスメータ 

 エネルギー 
センター 

電力供給データ  
統合システム 

 

電気室 

エネルギーデータ･ 
マネジメントシステム（EDMS）  

 ・ 統一DBフォーマットでデータを再保存 
 ・ 必要データを必要期間だけ読み出し 
 ・ 分析したいデータのみを容易に準備 
 ・ ユーザの“見たい”要望に迅速に対応 
 ・ 定型フォームにより定期報告に対応 etc. 

電気室 電気室 

EDMS 

計測データの再保存 
（共有データベース） 

データ 
補完機能 

一次ﾃﾞｰﾀ 
加工機能 
（CSV） 

グラフ作成 
機能 

(Excel) 

報告書作成 
機能 

(Excel) 

ＵＩ（Web画面） 

ト
ー
タ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
見
え
る
化 
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エネルギーセンター 
（データ集約拠点） 

M 

M 

M 

M 

M 

R 

R 
R 

R 

工学部9号館 

農学部B館 

農学部管理棟 

農学部A館 

：無線機能付パルス変換器 

R 

S/S

S/S R 

M 

M 

M 

M 
M 

R 
R 

R 

情報科学校舎 

国際開発校舎 

工学部2号館南 

M 
M 

文系総合館 

文学部本館 

工学部2号館北 

ト
ー
タ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
見
え
る
化 

 空調ガスメータの無線データ収集システム（試行中） 

R 

既存ガスメータ 
ﾊﾟﾙｽ読込み 

教育学部本館 

11地点 

：920MHｚ無線ユニット（中継） 

：BACnetゲートウェイ（Smart-Save） 



ト
ー
タ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
見
え
る
化 

 建物エネルギー消費の見える化ページを更新 
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559 MJ1,074 MJ Ave. 7.7℃

Fan_ON

MJ/h ℃

講
義
棟
の
適
正
換
気
制
御
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
適
用
効
果
検
証 

 

空気汚れセンサー付 
換気扇 on-off 制御器 

■講義室３室（座席数） 
 - 162人室×2＋ 97人室 
 
■換気仕様 
 風量／消費電力 
   - A室：4,000㎥/2.7kW 
 - B室：2,400㎥/1.8kW 
 - C室：4,000 ㎥/2.7kW 
 
■ＧＨＰ室外機1台 
 能力／定格ガス消費 
 - 冷房：71kW/62kW 
 - 暖房：80kW/57kW 
 
9:00-16:30 授業4コマ 
講義中45分間の換気停止 
 
 
 

講義室で試験運転 

19% 
省エネ 



平成２９年度の取り組み 

4 ｜ フィールドテスト制度 
 ❶ 電気式エアコンの部分更新による省エネ効果：ダイキン工業（株） 

5｜ 構成員による省エネソリューション 
 ❶ 動物実験支援センター の空調システムの省エネ対策 
  ❷ 実験系 給排気システム改修 に対する費用対効果の検証 
  ❸ 全学講義棟の 照明制御（昼休み一時消灯）システム再活用 の効果検証 
  ❹ 全学講義棟の 適正換気制御 コントローラの適用効果検証 

6 ｜ 産学連携による実証研究 
 ❶ エネルギーマネジメントにおけるAI（機械学習）活用の可能性調査 
  ：中部電力（株） 
  ❷ 省エネ行動持続期間と暖房時設定温度1度緩和による省エネ効果の検証 
  ：東邦ガス（株） 

今
年
度
の
取
り
組
み
内
容
の
紹
介 
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外調機の縦断面 

（コイル正面） 
コイル閉止 

熱源機：停止 

塞ぎ板 加湿器 

コイル 

熱源機：運転 

給排気量：最小風量の適正化 
 半分の熱源機停止、熱交換コイルを閉鎖：最小風量・熱源容量５０％減に 
 

実
験
系 

給
排
気
シ
ス
テ
ム
改
修 

の
費
用
対
効
果
の
検
証 

 

 【変更前】  

  最大：２５,２９０ CMH 

   最小：１２,９３０ CMH 

 【変更後】 

  最大：１２,９３０ CMH 

  最小： ６,４６５ CMH 

３２HP ２０HP ２０HP ３２HP 

２０HP×２ ３２HP×２ 
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月
電

力
消

費
量

[M
W

h]

スクラバー 外調機(熱源) 外調機(ファン ) エアコン

19%減 15%増 -62%減-59%減

年間２３% 電力削減 （220万円／年減）

エアコン 

 

●化学系実験室の給排気設備の例 

実
験
系 

給
排
気
シ
ス
テ
ム
改
修 

の
費
用
対
効
果 

 給排気量：最小風量の適正化 
 半分の熱源機停止、熱交換コイルを閉鎖：最小風量・熱源容量５０％減 

                  2年半の実測データをもとに 費用対効果 を検証 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、学内では、学内構成員による既存設備の省エネ・ソリューション活動を行なっています。キャンパスマネジメントグループがプロジェクトを管理し、ユーザ・施設管理職員・施工業者などでエキスパート会議を行って、省エネ対策の内容や資金について、具体に検討を行っています。 スライドにありますのは、化学系実験室の 給排気設備の最小換気量を見直し、半減させた例で、この結果、80万円の改修コストに対して、3か月で約100万円の省コスト効果が得られました。 このような事例をファイリングし、好事例については、学内既存設備の改修対策として水平展開を図ることを考えています。
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昼休一時消灯（ 設定45分間）

平日８ 日間の省エネ効果

照明制御なし 照明制御あり

487 kWh 461 kWh

照
明
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用 

の
効
果
検
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講義室１ 講義室２ 講義室３ 講義室５ 講義室６

講義室７ 講義室８ 大講義室 中講義室１ 中講義室２

中講義室３ 中講義室４ 中講義室５ 中講義室６ 中講義室７

昼休一時消灯

（ 設定値は45分間）

<実測条件> 

■講義室 
- 16室 
- 45席×8 
- 120席×4 
- 137席×2 
- 148席×1 
- 270席×1 
 
■灯具 
- Hf蛍光灯 
- 蛍光管 480本 
- 32W/本 
- 消費電力 15.4kW 
 
■実測 
- 10日間 
 
 

各講義室の照明電力消費（時刻別） 

対象講義室の照明電力消費（合計値） 
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 詳細計測データを活用したＥＭ方策 
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エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
Ａ
Ｉ
活
用
可
能
性 

 詳細計測データを活用したＥＭ方策 (BIツール可視化) 
 

※BI：Business Intelligence 

電灯・動力（部屋別） 電灯・動力パターン 

空調・実験換気（エリア別） 

空調・実験換気パターン 



 
 
 

持続可能な社会形成は可能なのか？ 

社会の縮図ともみなせるキャンパスで 

サステイナブル化を先導的に実践しています 

Nagoya University 24 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
持続可能な社会形成は可能なのか？名古屋大学は、社会の縮図ともみなせるキャンパスで、サステイナブル化を先導的に実践しています。
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